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Ⅰ 事業化プロジェクト 

 

表 1プロジェクト一覧表 

項目 名称 現状 

プロジェクト 1 メタン発酵(乳牛のふん尿、敷料) 実施中 

 

事業化プロジェクトの概要 

プロジェクト1 メタン発酵(乳牛のふん尿、敷料) 

実施主体 JA阿寒 

http://www.ja-akan.or.jp/?page_id=2 

使用する技術 ☑メタン発酵バイオガス発電  ☑堆肥化 

概要 乳牛ふん尿や敷料を原料としてバイオガスを生成。食品工場での

熱利用を行うほか、車両燃料としての利用についても検討。液肥

・敷料は農地及び畜舎で利用。 

項目 計画値 実績値（2023 年度） 

原料:乳牛のふん尿 

利用量(t/年) 

 

54,750 

 

45,095 

原料:敷料 

利用量(t/年) 

 

730 

 

366 

バイオガス発電量(kwh) 1,431,822 1,094,289 

バイオ液肥生産量(t/年） 53,838 32,911 

事業の進捗状況 

・2014 年に「再生可能エネルギー熱利用高度複合システム案件形成調査事業（経産省）」により施設

導入の検討を実施。 

・2016 年に「バイオマスエネルギーの地域自立システム化実証事業/事業性評価（FS）（NEDO）」によ

り施設導入の検討を実施。 

・2018 年に「バイオマスエネルギーの地域自立システム化実証事業/実証事業（NEDO）」が採択され

2019 年度の施設導入に向けて準備。 

・「バイオマスエネルギーの地域自立システム化実証事業/実証事業（NEDO）」により施設導入が完了。

施設の実証結果を 2022 年 2 月に報告完了。 

・2020 年 3 月に釧路市有機質肥料活用センターバイオガスプラントが稼働  

・2022 年度、阿寒マイクログリッドによるバイオガスプラント施設完成。2023 年度から稼働。 

・2023 年度、FIT 用第 2 発酵槽完成し、2024 年 7 月より FIT 売電（出力 350kwh）開始。 

 

  

成功要因と波及効果 
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・成功要因 

既存施設を最大限活用したことによるイニシャルコストの削減。 

エネルギーの地産地消と良質堆肥や液肥の活用により、酪農家の営農コストが大きく低減された。  

・波及効果 

地区内での家畜糞尿処理の考え方が変化しているものと推察する。 

今後の検討 

肉牛のふん尿を原料としたメタン発酵を行い、主に熱利用について検討を行う。 

 

  
原料受入施設 温水貯湯槽 

 

 

  
原料移送ポンプシステム 原料固液分離機 
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発酵槽外観 発酵槽内部撹拌機 

  
消化液固液分離機 生物脱硫装置 

  

ガスバック ガス発電機100kw 

  

ガス発電機50kw ガスボイラ 

  

原料受入施設外観 原料固液分離後の固形分 
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Ⅱ 脱炭素化の取組状況や取組方針 

Ⅱ-１ 地域における脱炭素に関する計画について  

計画名称等 策定年度（選定年度） 

地方公共団体実行

計画 

（区域施策編） 

令和5年度改定 

https://www.city.kushiro.lg.jp/machi/kankyou/1004257/1014136.html 

ゼロカーボンシティ宣言 令和２年度 

https://www.city.kushiro.lg.jp/machi/kankyou/1004263/1004289/1004290.html 

デコ活アクション大喜

利大会環境大臣賞 

令和6年度 

https://www.env.go.jp/press/press_03342.html 

 

Ⅱ-２ 地域における脱炭素化に関する取組の概要 

・再生可能エネルギーの推進 

 本市における脱炭素社会の形成を実現するとともに、地域経済の循環構造を構築し住民所得の向上を

図ることを目的として、再生可能エネルギーの導入に向けたロードマップとなる「釧路市再生可能エネルギー

基本戦略」を策定。 

 

・家庭向けの省エネ推進 

 家庭のエネルギー利用を効率化する設備に対し、設置費の助成の実施。 

 （対象設備は定置用蓄電池、家庭用燃料電池、ガスコジェネレーションシステム）  

 

・脱炭素につながる新しい豊かな暮らしを創る国民運動「デコ活」の取組  

 2023年12月25日に釧路市・釧路町・釧路信用金庫で一斉にデコ活に宣言し、３者共催による普及

啓発のイベント等を開催。また、その取組について環境省より、「デコ活アクション大喜利大会」の環境大臣

賞を受賞。 
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 デコ活アクション大喜利大会

https://ondankataisaku.env.go.jp/decokatsu/slogan/)より 

 

 

  

https://ondankataisaku.env.go.jp/decokatsu/slogan/

